
【取組内容】① 数学科における個別最適な学びと協働的な学び

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

教師の話を聞いて進める生徒

個人で取り組む＋仲間と協力しながら進める生徒

数学の授業において「でき
た」「解けた」を生徒が実感
できる授業を目指し、３つの
取組を進めている。１つ目は、
単元の中盤に課題に取り組む
場面では、座席を工夫し、教
師の話を聞いて進めたい生徒
と仲間と協力して取り組みた
い生徒、個人で取り組みたい
生徒で座る場所を分け、それ
ぞれのペースで進めることが
できるようにした。それによ
り、一つの教室の中で、自分
の理解度に合った方法を選択
できる環境ができている。



【取組内容】① 数学科における個別最適な学びと協働的な学び

春日井市立坂下中学校（指定校）

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

２つ目は自己評価や振り返りをアウ
トプットすることで、自己調整力を伸ば
すことができるようにしている。自分の
課題の進捗状況とともに、自己評価、学
習の振り返りをさせ、共有している。こ
れは教員が見て、次の時間での働きかけ
にも生かしている。
３つ目はグーグルクラスルームにレベ

ルに応じた問題を準備しておき、自分の
力に応じて問題を選定し、取り組めるよ
うにしている。
問題には模範解答も掲載し、自分で確認
をしながら進めることができるようにし
ている。
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